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大学が 開学 、そして図書館 は新 しくなった。

図書館長か らのメッセージ

大 学 図書館 長 冨川 孝 子

4月 に赴任 したばか りですが、看護大学の図書

館機能 の充実 ・強化 を 目指 して努力 したい と思い

ます。図書館は1つ ですが、組織 としては大学図

書館 と短大図書館の2本 立て とな りました。今は、

関谷短大図書館長か ら教 えを受け、ひたす ら勉強

の 日々です。

3月 まで在職 した大学は全学で5つ の図書館

をもっ総合大学で したが、他の学問分野 と比べ る

と、看護学の図書は充実 していませんで した。看

護学のような、急速に進歩 ・発展 をしている学問

分野では、本学の図書館 が 日本の看護大学図書館

の トップを走 ることも夢ではあ りません。

パ ソコンがあれ ば最新 の論文 をいち早 く入手

できる時代 にな りま した が、“木 を見て森 を見

ず”にならないように、学生の皆様 には基礎学力

をしっか り身につ けていただきたい と思います。

同時に、私たち教官には、 自分で考えるカをもっ

学生を育てることが求められています。大学にお

ける教育 ・研究 と図書館は一体の ものです ので、

皆様の御支援、御協力 をお願い致 します。

図書館の思い出

学 長 中 島 紀惠 子

近頃は、何かの資料の参考にな るものを探す と

いった不純な動機で、本屋に行 くことが多い。そ

れでも、“読んで くれ”“手に取って くれ” と自分

を呼び寄せている本にぶっかることがある。 目に

飛び込んでくるとい うか、吸い寄せ られる とい う

か…。購入後に、ちょっとちがったかなと、少 し

ばか り後悔することもあるが、だか らといって、

軽い気分 でそれ を誰かにあげ るとい うふ うには

いかない。多分、多 くの人が、他の人か ら頂いた

り、薦 められた本が意外なほどにつま らなかった

り、なぜ この本を私に薦 めたのか と一瞬考 え込ん

で しま うとい うよ うな体験 をしていると思 う。考

えるに、本 との感動的な出会いは、今、探 し求め

ている自分のアイデンテイテイに出会 って、沸々

と湧き上がって くる喜びによるものなのだろ う。

高度成長 の臭い もないほ どに 日本が まだ貧 し

い頃に私は大学に入学 した。大学の設備も新潟県

立看護大学に較べ るまでもな く 「シンプル」だっ

たが、図書館だけは立派だった(1950年 中頃

の話である)。 それは、「名画座」で観た “映画”

のように異国的な空気 に満 ちていて、図書館独得

の臭い と共に、色々な種類 の本が私 を呼んでいた。

「ヨシ、ここの本 を片 っ端か ら読んでやる」 「図

書館利用学生のナ ンバー ワンになってやる」、心

の中でそ う叫んだことだった。二つの 自分 との約

束は守れなかったけれ ども、書棚を眺めては、す

ごいことを考えた り、書いた り、研究 した りして

いる人が、こんなにい っぱいいて、この人たちと

何か対話 してい る 自分 を想像 しては密か に楽 し

んでいた。また、書き手側の傍 にいるだけで、な

ん とな く守 られてい るよ うな気分 になった もの

である。

雑誌類はほ とん ど図書館 か ら借 りて読む こ と

に決めていた。なかで も真 白い表紙 に大きな活字

の 「中央公論」「世界」や 、いかにもそれ らしい

デザインの表紙のある 「文芸」「美術手帖」 「婦人

公論」は欠か さずに読んだ。図書館の利用の仕方

は、いろいろあってよいが、本 との出合い もライ

ブの方が よく、その意味で図書館 は劇場の ような



空間 といえる。 この文を長い間ひ とり ない ことに気づいて愕然としている。

で図書館 にい る時間を楽 しむ贅沢 を味わ えてい

図書館利 用者 のアンケート結果(平 成14年2月 実施)

図書館では利用者の皆様が親 しみを持ち、利用 しやすい図書館を 目指 しています。 しか し、平成13年

度は平成12年 度 に比べて図書館の利用者数 ・貸出冊数が減少 していました。そ こで、今後の図書館運営の

参考 にす るために、来館者 に対 してアンケー トを行った ところ,86名 の方に ご回答いただきま した。アン

ケー トにご協力いただいた方々に大変感謝いた します。

*『アンケート協力者の内訳』『図書館利用』『よく

利用するジャンル』は以下の通 りで した。(図

1,2,3)

ベス トセ ラーな どの一般 図書を増や して欲

しい とい うご意見が多 くあ りま した、本学の図

書館 は看護 ・医療 に関する専門書籍 を完備す る

ことを第一の 目標に していますが、利用者の方

の リクエス トにお答 えす るこ とがで きますの

で、ご希望の図書は 「購入 望図書 リクエス ト

用紙での リクエス トをお待ち しています。また、

看護大学への移行 によ り、最新の書籍 が増 えま

したので どうぞご利用 くだ さい。書籍が増える

ことで書棚が増設 されて、座席が不足 している

とい うご意 見が多 くあ りご迷惑 をおか け して

います。す ぐに座席 を増やす ことはできません

が、座席を したまま不在になっていること

があるようですので さんのご協力 をお願 い

*『 所蔵図書や視聴覚教材』『図書館利用』に

関す るご意見は以下の通 りで した。(図4,5)

いたします。そのほかの図書館の利用環境につ

いて も改善に向けて今後検討 してい きたい と

思います。

*『 図書館 の開館時間の満足度』『開館 時間に関

す るご意見』 は以下の通 りで した。(図6,7)



いても改善に向けて今後検討 してい きたいと

思います。

*『 図書館の開館時間の満足度』r開館時間に関

するご意見』は以下の通 りで した。(図6,7)

図書館の開館時間については、多 くの方が『開

館時間の延長を希望している』ことがわか りま

した。看護大学に移行するにあたり、平日の開館時間が朝9時から夜8時30分に一時間延長

されます 。また、4月 か ら図書館 司書が2人 に

増えますので、図書の貸 出 しがスムーズにでき、

皆さんのご質問にもお答 えで きるように準備を

してい ます。

その他、「職員の対応が冷たい ・怖い」「職員

の話 し声が うるさい」「職員の事務机での昼食

をやめてほ しい」な どの意見があ り、関係職員

で話 し合い、改善努力す るように努めたい と思

つてお ります。 これか らも多 くのご利用 をお待

ちしてお ります。(前 委員 大久保)

「図 書 館 』は ここが 変 わ った！

その１:開 館 時間

平成14年4月 から月曜日～金曜日の開館時間が下記のとおりとなりました。今までより閉館時刻が

1時 間延長されました。

月曜日～金曜日:午 前9時 ～ 午後8時30分

土曜日:午 前9時30分 ～午後4時30分

その2:オ ンラ イン文献検 索デ ータベ ース

今まで本学で利用できるオンラインの文献検索データベースと言えば,学 内LANに よる医学中央雑

誌CD-ROMか 、国立情報学研究所の情報検索サービスを図書館職員が代行検索する方法のどちらかで

した。

大学開学に伴い、平成14年 度からは下記のデータベースが新たに利用可能とな りました。どちらも

外国の文献検索データベースです。国外の文献を調べるときにご利用下さい。

① データベース紹介

CINAHL{

看護 ・医療 ・生物医学 ・健康 に関する雑誌約800誌 と、アメ リカ看護協会、アメ リカ

国立看護連盟の出版物についての索引 と抄録を収録 しています。さ らに書籍 ・パ ンフレ

ット ・AV資 料 ・学位論文 ・会議録な どの索引も収録 しています。多彩な資料が収録されていること、データの項目数が長いこと、シソーラス（検索のための用語（統制語））で看護によく使われる語が多く含まれていることが特長です。

{
収録範囲1982～ 現在

データ形式 書誌情報+抄 録+フ ルテ キス ト(一 部)
3

全レコード数(追 加件数/年）45万 件以上(3万 件以上/年) …



♂

PsycINFO

心理学関連文献の書誌情報 と抄録 を幅広 く収録する国際的なデータベースです。情報

源は、世界45力 国、30以 上の言語で書かれた雑誌論文、学位論文、単行本、 レポー ト

などで、特に雑誌論文については、1887年 まで遡れ るものもあ ります。また、医学、

精神医学、教育、ソー シャルワーク、法律、犯罪学、社会科学、組織行動学などの分野

か らの関連文献 も提供 します。

収録範囲
一

1887年 ～現在

データ形式 書誌情報+抄 録

も__一_.竃 。

全レコー ド数(追 加件数/年)
一

180万 件以上(8万 件以上/年)

② アクセス手順

(1)上 記データベースには学内からのみアクセス出来 ます。インターネッ トブラウザを立ち上げ、ア ド

レスに下記URLを 入力 して下さい。

http://spweb.siverplatter.com/c169984?

必ず最後の 「?」 マークも付 けて下さい(図 書館のホームページか らも リンクする予定ですのでいず

れそちらか らもアクセスが出来ます。)

(2)下 図の画面が出て きます。この画面を、「データベース選択画面(SelectDatabases)」 と言います。

(3)利 用 したい デー タベー ス ・年代 名

横 のチ ェ ックボ ック ス(口)を ク

リッ ク します 。

(4>画 面 上 の 「OpenSelected
ロ　

Databases」 ボタンを押す と、左下

図の検索画面に変わ ります。

(5)「Find」 横のスペースにキー ワー ド

を入力 し、右の 「StartSearch」

ボタンを押 す と検索 が開始 されま

す。

(6)途 中でデータベースを変更 したい

ときは、画面右の 「Databases」 ボ

タンを押 すと、データベース選択画

面に戻 ります。

(7)検 索を終 了す る ときは必 ず画面右

上の 「Logout」 ボタンを押 して下 さ

い。ブラウザの 「×」マー クで閉 じ

て しまうと、サーバーはアクセスが

終 了したことを認識 しないため、そ

の後 しば ら くア クセ ス した ままの

状態にな ります(再 ログインしよう

として も 「アクセス数オーバー」の

表示がされ,ロ グイン出来 ません)。 特にCINAHLの 場合 は同時アクセス数が1人 と限 られてい

るため、 しば らく誰 も使えない状態になって しまいますので,必 ず 「Logout」 ボタ ンを押 して終

了して下 さい◎

よ り詳 しい検索方法は、下記URLで 説明されていますのでご覧下 さい。

http://webspirs.kinokμniya.co.jp/webspirs42/toc.html



そ の3:書 架 、パ ソコ ンの 増 設

図書館では昨年度か ら4年 計画で一万冊の増書

を予定 しています。それ らの図書を並べ るために

約九千冊分の書架を増設 しました。利用者が図書

を 自由に手 にとって読む ことが出来 るこ とを第

一に考 えて増設 しま したが、そのために閲覧席を

減 らす結果 となって しまいました。利用者の皆様

にはその点で不便 をおかけす ることにな りま し

た。 申し訳あ りません。

利用者用パ ソコンが2台 増設 されました。場所

は階段 のそば、移動式書架へ の入 口にな ります。

この2台 はDVDを 見ることが出来ます。映画のDVD

を数本購入 しま したので、こち らのパ ソコンで閲

覧 して下さい。またその うち1台 では 「現代 日本

人名録2000年 版」も検索できます。 「Viewlng」

のアイ コンをダブルク リックして下 さい。

今後 これ らのパ ソコンには 「国立国会図書館所

蔵雑誌記事索引」1975年 ～1994年 版(学 術雑誌

や紀要等か ら収録)や 「大宅荘一文庫雑誌記事索

引」1998年 版～2000年 版(週 刊誌、女性誌、総

合月刊誌を中心 に収録)や 「朝 日新聞記 事データ

ベース(CD-HIASK)」1985年 ～1991年 版 を検索で

きるように整備 してい く予定です。

そ の4:司 書 の 増 員

4月 か ら飯塚司書が勤務することになりま した。

勤務時間は、月～金曜 日の正午～午後6時45分

までです。少ない時間ですがこれからは午後5時

以降 も司書が皆 さんの質問に対応 出来ますので、

気軽にご質問下さい。まだ新人なので、不慣れな

面もあるか と思いますが、どうぞ よろしくお願い

いた します。

連載企画1.書 評

落合恵美子著 『21世 紀家族へ(新 版)

(有斐閣選書)

本書 は、家族社会学者である著者 が、女性学、

家族史、歴史人口学を駆使 しなが ら、自身の体験

をも交えなが ら、明快な切 り口で家族を考えさせ

る書である。や さしい口調で語 り掛けるような記

述であ り、大変読みやす く、社会学専門書にはな

い親 しみやす さが あることか らも学生諸君 に一

読を薦 めたい。

少子化、核家族化な どによ り家族の形態が変化

し、それに伴 って家族の機能 が変わ り、家族の価

値観が変容 しつつある現代の家族は “家庭崩壊”

とか “家族危機”と問題視 され ることが多い。こ

の場合の崩壊 とい う言葉 の適切性は さておき、筆

者 は崩壊以前の家族の あ り方 を普遍的な家族像

で あるかのように、錯覚 した り、思い込んでいた

りす ることこそ、問題であると指摘す る。わが国

において、収入を得るために外で労働する夫 と、

家庭 内で家事 と育児 を担 当す る妻 と子 ども とい

う組み合 わせが一般的になったのは戦後の こと

である。人 口増加 と急速な経済復興の時期 に必要

家 族 の 戦 後 体 制 の 見 か た ・越 え か た 』

請 求 記 号:367.3-O15

講 師 熊 倉 みつ 子

か ら生まれた家族形態であ り、一時的な現象 と捉

えるべ きだ との考 え方である。家族 とは、変動す

る時代や社会 を映 して変化 しつづ けるものであ

ると言 う。

「女 はなんで主婦なんだ ろ う?」 とい う疑問の

答 えを見つけた くて、家族社会学の研究を続けて

いると言 う筆者は、本書の第一章 を「女は昔から

主婦だったか」で始 める。

そ して、 ウーマン リブや 、フェミニズム、ニュ
ー ファミリー等を時代の変遷 と共に取 り上げ、そ

の中で家族が どう変化 し、 どう論 じられてきたか

を解釈す る。そ して、第9章 では、少子化 の結果

としての、一人っ子 同士の結婚による家系の双系

化 とい う現象を論 じ、 日本人に とっての家 夫婦

別姓、親 との同居、別居 、近居等 に考 えを進めて

いる。第10章 は 「個人 を単位 とする社会」であ

る。これまでの社会 は家族を基礎単位 とす る社会

であ り、標準家族 とい う行政用語の上に組み立て

られた雇用システム、税制、年金 システムであっ

5



たが、家族形態の変容する現代では、個人を基礎

単位 とす る社会に変化 しつっあると述べ、個が独

立 した家族像を提示 してい る。

連載企画2.エ ッセイ

私 と.本

私 と本

短 大看 護 学 科3年 安藤 久美 子

早い もので、入学 してか ら二年が経ちま した。

我が校の図書館 に初めて入った時には、「さすが

に、難 しそ うな看護 の本ばか りだな」 と感 じたの

を覚 えています。そんな私が最初に借 りた本は、

佐々木倫子さんが著者で ある 『おたんこナース』

とい う本です。 この本を読まれたことがある方は、

案外多いのではないで しょうか。白衣姿の愛 らし

い絵 と、親 しみのもてる題名に惹かれ、手に取っ

た一冊で した。最近、医療現場を舞台に した ドラ

マや漫画が増 えてきていますが、この本 も若手ナ
ースの奮闘ぶ りを、生き生きとした タッチで描い

図 書 館 の 歩 き 方 ～ 私 の 場 合 ～

短 大看 護 学科9年 本 田智 子

小、中、高校 と、今までに数えるほどしか図

書館 を活用 したことがない私にとって、ただ 「き

れいな図書館だな～」とい う印象 しかなかったこ

の図書館。 しかし入学 してみると、授業で出され

る多 くの専門的な課題 のた めに しょうが な く図

書館 を訪れて、 らしくもなく調べ ものを始 める。

これが私の図書館への第一歩で した

入ってみる と、この図書館 にはいろんな ものが

あ りま した。医学や生物学、宗教、文学な ど看護

に関係す る専門的書か ら、 「お たんこナース」や

「ナースマ ン」、オ レンジページ,komachiま で幅

広 く多 くの本が並び、一つの内容でも、細かいも

のから大雑把 なものまで様々です。ですか ら私は

た漫画です。主人公は、多少 ドジな所 もあります

が、明るく、芯の強い女性です。患者 さん と関わ

る中で、信頼関係 を築 くことの難 しさや、 自分の

未熟 さを痛感する毎 日。 しか し、決 して逃げ腰 に

な らず、じっくりと患者 さん と向き合っていこう

とする彼女のことが、私は大好きなのです。彼女

は、私の密かな 目標 でもあります。 「ち ょっと頼

りないナースだけ ど、あのナースの顔を見る と元

気がでちゃ うね」患者 さんに、そ うささやかれる

ようなナースにな りたいものです。この本を読ま

れた ことのない方は、機会があればぜひ読んでみ

て くだ さい。きっ と、お気に入 りの一冊になると

思います。

課題 のたびごとに、図書館をぐるぐる回 りなが ら、

自分 にとって看護を学んだ り、調べた りす るのに

あ う本を一つ一つ見つけていきま した。それ は自

分だけの本を見つけているよ うで、思 ったより楽

しい作業でもあ りました。他 にも、資料 としての

ビデオは演習前には非常に役に立ち、新聞は、1

人暮 らしの私に とって貴重な情報源 にな りま し

た。そんなことを して私 は図書館 を歩いています。

正 しい活用の仕方ではないかもしれませんが、こ

れか らもわた しは この図書館で しか学べない こ

としっか りと学びなが ら、まだ見ていない多 くの

知識 に触れていきたい と思います。自分な りの図

書館 の楽 しみ方を見つけること。それがわた しに

とっての図書館 の歩き方です。あなたはどう図書

館 を歩いてみますか?

蔵 書 目録へ の入 力内 容 の 変 更

大学開学に伴い、蔵書 目録(OPAC)に 登録する図書 ・雑誌量 ともに増えました。そのため・今 ま

でと同じ項 目をすべて入力 し続けると利用者の手元に資料が届くまでに時間がかか り、他 の作業にも支

障が出てきま した。そ こで入力 内容を一部減 らす ことにいた しました。下記の2点 については今までO

PACで 検索が出来ま したが今後新着資料には入力されませんのでご注意下 さい。

ただ し、いずれ も 『医学中央雑誌』で検索できますのでそちらをご利用下 さい。

1.看 護系雑誌 の特集記事の各論文…平成14年5月 号か らは特集名までの入力 にな ります。

2.『 日本看護学会論文集』の各論文…第33回(2002)か ら入力 しませ ん(第29～32回 まで入力済)。

<<編 ・集 ・後 ・記 〉〉

大学が開学 して毎 日が慌 しく過ぎていきます。短大のあののんび りとした空気が懐か しい気が します。

早 く 「図書館だ より」で、新たに増えた機能 ・サー ビスを紹介 しなくては ・・と思ってい るうちに5月

も終わ りになっていました…。ですが,甲 斐(?)あ って,本 号は初 ・増ページでお届 けします。

Windows95を 使 ってい ます が,編 集 の際 に何度 も 「強制 終 了」

の 目に合 って しま しま した。苦 心 した図書館 だ よ りの御意 見御感 想

をお 寄せ 下 さい。(Y)e-mail:tosyo@niigata-cn.ac.jp
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